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超コンパクト低コストセルフレジ精算機「セルフショット」の 

ホテルバージョン発売開始 

 

株式会社アルファクス・フード・システム（本社：山口県山陽小野田市、代表取締役社長 田村隆盛）は、

ホテルに宿泊するお客様自身が精算する超コンパクトセルフレジ精算機「セルフショットforホテルフロント

精算」を超コンパクト・圧倒的低コストで４月中旬から提供を開始いたします。 

 

１．当社紹介  

当社は、「食文化の発展に情報システムで貢献する」ことを事業ポリシーとして、飲食業界に特化した基幹

業務システムのＡＳＰ＆クラウドによる提供から、飲食業界の経営の基本でもある“食材ロス”の追求、深刻

な人手不足のなか、当社の特許取得技術で実現可能な“自動発注”など、外食産業のあらゆる業種・業態に対

応できるパッケージ型の総合基幹業務システム「飲食店経営管理システム(R)」の開発・販売、飲食店店舗で

利用するＰＯＳシステム、オーダーエントリーシステム（当社製品名：オーダーショット）など、独自ソフト

ウェア・システム機器の開発・販売及び周辺サービスの提供までをワンストップで行っております。 

 

２．「セルフショットforホテルフロント精算」投入の背景について 

ホテル業界においては、フロントでの精算業務に精算機を活用するニーズや利用者の認識度が、飲食店と比

較して高い傾向にありますが、 

・値段が高い 

・躯体が大きい 

・金銭管理の操作が複雑で、機内在高を確認する際、お金を紛失する危険・金種の補充が大変 

・さまざまな会計方法（クレジットやスマホ会計）に対応していない 

など、まだまだ普及には問題があります。 

特に、１００室未満の中小規模ホテルやビジネスホテル、カプセルホテル等ではコストの問題から普及が遅

れています。 

当社セルフレジ精算機「セルフショットforホテルフロント精算」は、その様な中小規模の宿泊施設やゴル

フ場などをターゲットに本製品を提案していこうと考えております。 

 

３．「セルフショットforホテルフロント精算」の主な特長 

・省スペース 

レジを超コンパクト化し、金銭機器部分と合わせてもＷ410×Ｄ580×Ｈ440（mm）（突起部を除く）の大き

さを実現しました。 



・カンタン金銭管理操作 

つり銭機の取引内容・動作状況などは、履歴参照機能でいつでも確認。 

機内在高の再計数・確定作業を、精算機が自動で行い、現金の確認や棚卸し作業の手間を軽減できます。 

また、多彩なログ記録により、つり銭の投入や払い出し等の金銭管理を記録でき、不正防止強化機能も充実し

ています。 

・様々な省人力化オペレーションに対応 

セルフレジと予約入力端末（当社製品名：オーダーショット）を組み合わせ、来店されたお客様の予約から

精算までのオペレーションを省人力化しております。 

・顧客管理・CRMシステム『ｉＭＳＳ-α（イムズ-アルファ）』との連携も可能 

2017年９月15日に発表いたしました、お客様の来店情報を詳細に分析する事により、お客様を「常連」、「常

連予備軍」、「新規客」、「他社客」、「問題発生客」等にカテゴリ化、それぞれのカテゴリに対して個別の

販促アプローチを実施し、優良顧客を増やすためのシステムである顧客管理・CRMシステム『ｉＭＳＳ-α（イ

ムズ-アルファ）』とのデータ連携も可能となります。（オプション） 

 

「セルフショットforホテルフロント精算」は、2019年２月19日から2019年２月22日まで東京ビックサイトに

て開催されます、『国際ホテル・レストラン・ショー』にプロトタイプのデモ機を展示する予定です。（プロ

トタイプ＝精算運用を指定したデモ） 

 

４．飲食業界におけるセルフレジの普及状況 

飲食業界の人手不足や人材の有効活用を超コンパクト・圧倒的低コストで提供できる「セルフショット」を

発売してまもなく１年が経過しようとしております。 

受注や件名も幅広い業態の飲食業より頂いておりますが、市場的にはまだまだ成熟したとは言い難い状況で

す。当社も、受注頂いたお客様と一緒になってその店舗毎に応じたシステムの構築、会計運用の企画立案や店

舗スタッフへの運用教育を通じて様々なノウハウを蓄積しております。 

 

セルフショット（飲食業界用）の対応業態 

     

鮨業態（回転寿司含む）     うどん、そば業態      レストラン業態、スイーツ業態        

  

焼肉業態         カフェ業態、パン販売業態 

＊AFSシステムリバース含む 



製品名 
超コンパクトセルフレジ精算機 

「セルフショット for ホテルフロント精算」 

提供価格 オープン価格 

提供時期 2019 年４月中旬 

 

※このリリースに記載の内容は、発表当時の情報です。	予告なく変更されることがありますので、あらかじ

めご了承ください。記載されている商品名、会社名は、各社の商標または登録商標です。 
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